
 学校園訪問レポート 

 訪 問 先 

 
高丘中学校 □児童数 460名（１年 63名、２年 81名、３年 77名、４年 58名、５年 95

名、６年 76名、特支 10名） 
 
○学校の状況 
・昭和４０年代後半、宅地開発により児童数が急増。昭和５１年開校（高丘
中と高丘東小は前年に開校。）その後、地域の高齢化が進み、児童数が減少。
現在は各学年３クラス前後で推移している。 

・2021年度（令和 2年度）より、高丘中校区（高丘中、高丘東小、高丘西
小）で『高丘小中一貫教育校』がスタートした。 

 
○児童の状況 
・上記児童数は５月１日現在。現時点では 469名になっており、年度途中
の転入が多い。（学年は関係なし。） 
・年度途中転入の家庭は、何かしらの課題を抱えていることが多い。 
・不登校児童も多い。「学校に行かせよう」という姿勢を持たない家庭も多く
ある。ケース会議を開いても、なかなか状況を理解してもらえない。 

 
○授業参観 
・１年国語「はなさかじいさん」⇒５年国語「『わたしの文章見本帳』をつく
ろう」⇒４年理科「水のゆくえ」（理科室）⇒６年卒業式練習（体育館） 

 
○教育課程の状況 
・短焦点固定式プロジェクターが市内小学校に先駆けて、昨年度から各教室
に設置されている。高丘中同様、教師が授業において ICT機器と黒板・チ
ョークをバランスよく活用している。 
・今年度は高丘中の美術教諭が、図工の授業を一部受け持った。先日、６年
児童が参加した中学校入学説明会において、美術教諭が説明する時は明ら
かに児童たちの反応が違った。『中１ギャップ』解消の一つの手がかりにな
るかもしれない。 

 
○小中一貫教育校の取組及び課題 
・小中学校の９年間でどのような学びができるのか、話し合いを重ね、今後
の方向性を検討している。 

・第三者に「小中一貫教育校で具体的に、何ができるのか。」ということを説
明できるように考えていかねばならない。 
・併設型一貫校は、児童生徒が普段から顔を合わせる機会が少ない等、難し
い面がある。しかし、そのような課題を克服していけば今後の方向性も見
えてくる可能性がある。 
・小中連携とともに小小連携も重要である。東小と西小の教頭どうし意識し
て連携を進めている。 

 
○高等学校との交流及び連携について 
・６年生のプログラミング学習、３年生の環境学習（ため池）の際、高校生
がゲストティーチャーとして小学生に勉強を教えてくれた。 
・小学生側からみれば、身近な存在、世代が近い、同じような目線で学習を
見てくれる等の効果が考えられる。 

・高校生に勉強を教えてもらうことで、小学生が高校生に憧れを持ち、「勉強
を頑張ろう。」という気持ちを持つような効果も考えられる。 

 
○その他 
・２０２５年度（令和７年度）、３校合同で 50周年記念式典を行う予定であ
る。（２幼稚園も検討中。）周年行事へ向けて学校運営協議会が中心となっ
て、動き始めている。 

 

 

 

 

 

校内視察 

及び 

授業参観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長と 

面談 

 

訪問内容 学校の特徴・課題等 

 

年 月 日    

 

令和５年３月１５日（水）高丘西小学校 

 
訪問委員   橋本教育委員          小島学校教育課長 

 

随 行 者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日 

報告 

委員感想・意見 

 

 
６年 
卒業式練習 
参観 
（体育館） 

 
校長室で 
金井一郎校長 
から学校の状
況を説明 
 



 学校園訪問レポート 

 訪 問 先 

 
高丘中学校 □生徒数 378名（１年 122名、２年 126名、３年 122名、特支 8名） 

 
○学校の状況 
・昭和４０年代後半、宅地開発により生徒数が急増。昭和５０年、市内１１
番目の中学校として開校した。その後、地域の高齢化が進み、生徒数が減
少。現在は各学年 120名前後で推移している。 

・2021年度（令和 2年度）より、高丘中校区（高丘中、高丘東小、高丘西
小）で『高丘小中一貫教育校』がスタートした。 

 
○授業参観 
・２年理科（電気）⇒１年家庭科（住まいの空間）⇒１年理科（地層のでき
方）⇒２年英語（兵庫型システム：１クラスを２つに分けてハーフで授業 
ALTが授業に参加。） 

 
○教育課程の状況 
・短焦点固定式プロジェクターが市内学校に先駆けて、昨年度から各教室に
設置されている。教師が授業において ICT機器を有効に活用している。 
・今年度から中学校の英語教員が、高丘東小と高丘西小の２年生に英語の読
み聞かせを定期的に行っている。大学との連携研究で、５年間継続する予
定である。（２年生の児童が６年生になるまで。） 
・今年度は高丘中、高丘西小の２名の教員で、３校の美術と図工の授業を行
った。３校の連携という面では、有意義であった。しかし、時間割にきち
んと組み込まなければならないので、教員の連絡・引継ぎ等様々な課題が
わかった。現在、３校長で今後の方向性を協議している。 

・高丘中に ALT（外国語指導助手）が常駐している。各学年の英語の授業に
入っている。 

 
○高丘中の主な取組 
・地域の新聞販売店が４つの新聞を提供してくれている。生徒玄関において
あり、生徒が手に取って読むことができる。次年度から、クラスの班活動
として取り組み、新聞をより有効に活用する計画を立てている。 

・『高丘ノート』を使い、生徒が毎日の学習計画と生活記録の振り返りをして
いる。 

 
○ALT常勤配置について 
・常勤であるので授業はもちろん日常生活でも、親近感が持つことができる。 
・普段から ALTとコミュニケーションを取ることで、外国語（英語）への
『壁』が低いのではないだろうか。（今後、数年後にその効果がわかるので
はないか。） 
・次年度、学力・学習状況調査で英語が実施される。その中の『話すこと』
調査でプレ実施を行ったが、本校は市内学校の中でも話すことへの対応力
が高かったと市教委の担当者から高評価をもらった。 

 
○高等学校との連携について 
・小学校と明石北高校の連携は、お互いにとって有意義であると思われる。 
・小学校は担任だけではプログラミング教育を進めていくのは、なかなか難
しい。そこに高校生の補助が入るのは、授業を進める上で大変助かる。 
・高校生にとっては、自分たちが通った道を確かめることができる 人に教
えることが学習である  ということで、とても有効である。今後、中学
校にも高校生が来てもらうことも検討事項である。 

 
○その他 
・２０２５年度（令和７年度）、３校合同で５０周年記念式典を行う予定であ
る。周年行事へ向けて学校運営協議会が中心となって、動き始めている。 

 

 

 

 

 

校内視察 

及び 

授業参観 

 

 

 

 

 

 

 

校長と 

面談 

 

訪問内容 学校の特徴・課題等 

 

年 月 日    

 

令和５年３月８日（水）高丘中学校 

 
訪問委員   橋本教育委員          小島学校教育課長 

 

随 行 者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日 

報告 

委員感想・意見 

 

 
２年英語 
授業参観 
（兵庫型システ
ム：１クラスを
２つに分けてハ
ーフで授業ＡＬ
Ｔが授業に参
加。） 

 
校長室で 
植垣文夫校長 
から学校の状況
を説明 
 






